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             来迎寺の本堂・阿弥陀如来三尊（手前も阿弥陀さま坐像） 

 

       〇 平成 31 年 4 月 18 日（木）9：15 ～ 16：00 

     〇 参加者   32 名 （内 語り部の会関係者 11 名） 

〇 散策のコース 

      山口公民館→美薗上八雲神社→北廣堂跡→中央公園→    

     （昼食・椿茶屋）→緑道歩き→中氷川神社→山口小学校→     

      山口城跡（稚児の池）→来迎寺→桜淵地蔵尊（解散） 

                                          （記録・編集 森田悦至） 
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 山口の「語り部」と「史跡散策」の記録 

 

〇 開会のあいさつ  粕谷眞さん 

    
       はじめに、今回の趣旨、本日の行程などについて説明がありました。 

 

（語り部の部）～（内容の掲載は省略） 

 ① 山口小学校にまつわるお話（語り部～粕谷雅子さん） 

    
     地元ならではのお話を「紙芝居方式」にて語りがありました。小学校の歴史を深く感じました。 

 

② 山口城のお話（語り部～岡部のり子さん） 
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    地元に存在した「城」の歴史についてのお話でした。このあと、現地を観ることになりますので、 

その内容には、大変、興味深いものがありました。 

    お仕舞の部分で「心の休憩」として、「青葉城恋歌」「ふるさと」の歌を皆さんで合唱しました。 

 ③ 本邦最大級と言われた寺子屋（語り部～粕谷眞さん） 

    
    昔、狭山丘陵の山村地域でしたが、この寺子屋には遠くは新潟からも勉強する児童が集まった 

との記録があります。その後の調べでも、寺子屋の児童数は断トツで多かったとの記録が残されて 

いるとのことです。また、この寺子屋から著名な方が輩出されているそうです。 

 

  （史跡散策の部） 

  〇 美薗上八雲神社 

 
    八雲神社に到着です。大きなご神木がありましたが、今は枯れてしまっていますね！ 
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        境内にこの神社の由緒を掲げた石碑がありました。 

〇 寺子屋・北廣堂跡 

  
        寺子屋があったところに到着。立派な桜の木に残り花が迎えてくれました。 

     
  寺子屋を運営された「澤田泉山」先生の事績が掲げられていました。（中）言うことを聞かない子供を 

  縛り付けた柿の木、180 年ほどの年輪だそうです。（右）庭の中央付近に立派な石灯籠が建っていました。 
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  すばらしき「事績」です。特に、今でいう教科書は、自分で版木に彫って自ら刷って配付したほか、 

  ほとんどことは、自らの手で成し遂げたと言われています。この地に学童が多かった所以が偲ばれます。 

 
「澤田泉山」先生に思いをいたし記念撮影です。「良き弟子たちが来た！」と先生も喜んでおられるでしょう。 
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〇 椿峰中央公園 

 

         
           大きな石の「竣功記念碑」がありました。 

   
        ここでは地元にお住いの岡部のり子さんが、説明をなさいました。 

 〇 昼食処 ～ 椿茶屋 
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  以上、お蕎麦屋さんでの解説は必要ないと思いますが、幹事さんの事前手配などの準備が功を奏しました。 

   
好天に恵まれ、さながらピクニック気分ですね～。 
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    ここは「打越陸橋」と言って、「観覧車の見える風景」として景観スポットになっています。 

 

 〇 中氷川神社 

   
  コースの途上、中氷川神社のすぐ目の前に「粕谷家」のお墓がありました（左）。右は中氷川神社です。 
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      中氷川神社の大鳥居、その奥に本殿が荘厳な姿で迎えてくれました。 

 

  
            歴史的にも由緒のある「中氷川神社」の本殿です。 
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 境内の「金毘羅神社」の覆屋です。    狭山湖底に沈んだ「勝楽寺」の一部を移設したとか…。 

 
境内に祀られている（左）「和魂宮」（中）「石上神社」（右）「稲荷社」。「和魂宮」に立派な神輿がありました。 

  
 「中氷川神社」参道から南へ、矢印のように「鎌倉街道」が走っていました。 

〇 山口城跡 
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郵便局の前、この付近に山口城の本丸があったとか…。  藤森稲荷社。正一位と格式は高い。 

  
山口小学校の南側。山口城の北限とか…。    山口小学校の脇を黙々と歩く参加者 

  
  山口小学校の校内に設置されている「山口城跡」の案内板（下の写真）。道路側から見ることが 

できないので、先生に許可を得て校内に入れてもらった。この案内板の設置の仕方はおかしい？ 
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問題の「案内板」。校内用に設置されたものか？ だが先生は設置されていること自体、不知だった。 

   

 
   幹線道路の交差点に設けられている山口城址の案内板（左）、そのすぐ後ろに「土塁」がある。 

   歴史的な城跡であるはずだが、保存・管理に関してひと工夫できないものなのだろうか…。 
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「稚児の池」の今は西武狭山線の小さな鉄橋 

が渡っている。傍らに小さな祠が祀られてい

ます。（前ページの案内版、後段を参照） 



14 

 

〇 来迎寺見学と民話 

  
         来迎寺の山門前に掲げられている「板碑」の内容 

  本堂に安置されている「阿弥陀如来三尊」。今は黒くなっていますが「金糸で施され金色に輝く立派

なもの」との説明がありました。手前の坐像も阿弥陀さまですが、藤原秀衡は、こうした坐像を贈っ

た慣わしのある方とされているようです。 
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        本堂内に祀られている、（左）「地蔵菩薩」、（右）「文殊菩薩」 

   
 忙しいさ中、丁寧にご説明いただいたご住職さま。先代ご住職さま、現ご住職さまの奥様にも陪席 

いただき、お茶までご馳走になり、感謝に堪えません。心から御礼を申し上げます。 

  
記念撮影にまでご対応いただき、ありがとうございました。貴重な体験と知識を頂戴しました。 
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     山門に移動してから「佐藤美津子さん」（右）に民話のお話をいただきました。 

 

〇 桜淵地蔵尊伝説 

  
              「桜淵地蔵尊」を訪れる。 

   
      お社の前で「中村眞一先生」から民話をお聞きする。（右）は、今の「桜淵」 
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                                          以上 


